
航空工場検査員国家試験の仕組み

試験
（国家試験の種
類ごとに、下の
試験科目の中
から４～７科目
を受験）

試験科目（全４０科目）
１．法及びその付属法令、２、航空機の強度、構造及び性能に関する理
論、３．航空機の材料に関する事項、航空機の製造及び修理の方法に
関する事項、５．航空機用原動機の強度、構造及び性能に関する理論、
６．航空機用原動機の材料に関する事項、７．航空機用原動機の製造
及び修理の方法に関する事項、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
40.ガスタービン発電機制御装置の製造及び修理の方法に関する事項

科目合格

国
家
試
験
合
格
証
交
付

合格

科目合格した科目は、
同種類の国家試験３回
以内は試験免除

国家試験（１３種）受験申込
1. 航空機
2. 航空機用原動機、
3. 航空機用プロペラ
4. 回転翼
5. 降着装置
6. 発電機
7. 空気調和装置用機器
8. 飛行指示制御装置
9. 統合表示装置
10. 航法用電子計算機
11. レーザージャイロ装置
12. 回転翼航空機用トランスミッション
13. ガスタービン発電機制御装置

他の国家試験に合格し
た場合は、その国家試
験において受験した試
験科目を免除

新
規
受
験
者

専修した学科の種類に
応じて試験科目を免除




